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北アルプス地域の特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・3,000ｍ級の北アルプスの山々と、その麓に広がる深い森林、四季の風景を映す仁科三湖、安曇野

の田園風景など、豊かな自然と雄大な景観に恵まれた地域です。 

・農業、観光業、製造業が地域産業の中心です。農業は、北アルプスの豊富な雪解け水を活かした米

づくりが盛んです。観光においては、国内有数のスノーリゾートである HAKUBA VALLEY をはじめ、

立山黒部アルペンルート、国立公園、温泉や美術館・博物館など多くの自然豊かな観光資源を有

し、国内外から多くの観光客が訪れています。 

・ＪＲ大糸線が管内を縦貫し、大町以南では３本の幹線道路（国道 147 号、大町明科線、有明大町線

（高瀬川堤防道路））が、大町以北では国道 148 号が南北に走り、日本海側と長野県をつなぐ交通

の要衝となっています。 

北アルプス地域（大町市、池田町、松川村、白馬村、小谷村） 

小谷村 
・湿原が広がる栂池自然

園や、雨飾山、歴史ある

秘湯などの観光資源を

有し、ウインタースポーツ

も盛ん 

・日本三大崩落の１つであ

る稗田山崩れの地 

白馬村 
・冬はスキー、スノーボード、夏

は登山、アクティビティ施設

へ国内外から多くの観光客が

訪れる国内有数の観光地 

・１９９８年（平成１０年）長野オ

リンピックジャンプ競技開催

地 

大町市 
・北アルプスを水源とする川や

湖など、水資源が豊富。雄大

な山々、立山黒部アルペンル

ートなどに多くの観光客が訪

れる山岳観光都市 

・国宝仁科神明宮を有し、古く

から「仁科の里」と呼ばれる

地域の中心市 

池田町 
・「花とハーブの里づくり」を推

進。北アルプスや田園風景な

ど美しい風景が望める 

・日本酒醸造とともに高品質

なワイン用ぶどうの生産が進

み、ワインの町づくりに取り

組む 

松川村 
・安曇野ちひろ公園などの観光施設を

有し、北アルプスと美しい田園風景が

広がる 

・稲作や、りんごなどの栽培が盛ん 

・国内唯一の「すずむし保護条例」制定 

雨飾山（標高 1,963ｍ） 

白馬岳 
（標高 2,932ｍ） 

唐松岳 
（標高 2,696ｍ） 

五竜岳 
（標高 2,814ｍ） 

鹿島槍ヶ岳 
（標高 2,889ｍ） 

爺ヶ岳 
（標高 2,670ｍ） 

蓮華岳 
（標高 2,799ｍ） 

烏帽子岳 
（標高 2,628ｍ） 

野口五郎岳 
（標高 2,924ｍ） 

鷲羽岳 
（標高 2,924ｍ） 

三俣蓮華岳 
（標高 2,841ｍ） 

針ノ木岳 
（標高 2,821ｍ） 

槍ヶ岳 
（標高 3,180ｍ） 

扇沢駅 

HAKUBA VALLEY 

・北アルプス山麓に位置する白馬村・小谷

村・大町市にまたがるスキー場が連なる

スノーリゾート 

・広域型 DMO＊である（一社）HAKUBA 

VALLEY TOURISM がこのエリアを

中心に観光地域づくりを進めており、国

内外から多くの観光客が訪れる 

【北アルプス連携自立圏＊】 

圏域５市町村が地方自治法に

基づく連携協約を締結し、移

住交流や消費生活センターの

運営などを連携・協働して実施 

妙高戸隠連山国立公園 

中部山岳国立公園 

姫川 

（岐阜県） 

白馬大雪渓 

仁
科
三
湖 

大
糸
線 

（富山県） 

（新潟県） 

姫川源流 

国宝 
仁科神明宮 

安曇野ちひろ 
美術館 

ハーブ 
センター 

国営アルプス 
あづみの公園 

（大町・松川地区） 

小谷温泉 

栂池高原 

白馬ジャンプ
競技場 

【管内の概況】 

黒部ダム 

立山黒部アルペンルート 

・北アルプスを貫いて扇沢駅から黒部

ダム、室堂を経由し、富山県立山駅ま

でを結ぶ山岳観光ルート 

小谷村 

白馬村 

大町市 

松川村 
池田町 
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地域のめざす姿    
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⻄暦(年)

【地域の特徴（地勢）】 

①合計特殊出⽣率
94 

②将来人口推計による
人口減少率

148 

③将来人口推計による
⽣産年齢人口減少率

133 

④⾼齢化率
117 

⑤要介護・
要⽀援認定率

93 

⑥外国人割合
119 

⑦農業従事者
65歳以上の割合

112 

0

50

100

150

200

①可住地面積割合
108 ②可住地面積当たり

人口密度
31 

③道路改良率
(市町村道)

96 

④汚⽔処理
人口普及率

98 ⑤耕地面積割合
62 

⑥経営体当たり
耕地面積

166 

⑦林野率
99 

⑧⺠有林に占める
広葉樹の割合

161 

0
50

100
150
200

注）⻑野県を 100 として北アルプス地域と⽐較（指数）

・人口減少率、高齢化率が県平均を上回っており、社人研推計によると、2045 年には 2020 年の人口

の７割以下になる見込みです。 

・経営体当たり耕地面積が大きく、大規模農業経営体への農地集積が進んでいます。また、農産物産

出額に占める米の割合が特に大きい地域ですが、農家一戸当たりの農産物産出額は県平均を下回っ

ています。 

・森林面積に占める広葉樹の割合が全県の中で最も大きい地域です。経営体当たり林業総収入は県平

均より低く、経営体の規模が小さい地域です。 

10.2%
5,685 

9.1%
4,487 

8.8%
3,704 

8.9%
3,421 

52.5%
29,182 50.2%

24,634 
45.4%
19,078 

43.6%
16,803 

37.3%
20,703 40.7%

19,986 45.8%
19,271 47.6%

18,345 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2020 2025 2030 2035 2040 2045

年齢３区分別人口の推移
65歳以上

15〜64歳

0〜14歳

(人)

⻄暦(年)

【地域の特徴（人口）】 

【人口】 

【地域の特徴（産業）】 

注）2020 年までは国勢調査、2025 年以降は社人研推計及び市町村人口ビジョン（地⽅創⽣総合戦略） 
注）人口ビジョンは 2045 年まで推計していない市町村があるため 2040 年まで記載 

①第1次産業
就業者割合

105 ②第2次産業
就業者割合

92 

③第3次産業
就業者割合

105 

④農家⼀⼾当たり
農産物産出額

74 ⑤従業者当たり
製造品出荷額等

116 

⑥⼀人当たり
課税対象所得

89 

⑦経営体当たり
林業総収⼊

77 

⑧農産物産出額に占める
米の割合

323 

0
100
200
300
400

注）2020 年は国勢調査、2025 年以降は社人研推計 
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地域のめざす姿 

 

・農業、林業においては、効率化やシステム化により稼ぐ力が高まるとともに、担い手が確保されて

います。製造業においては、設備投資や人材育成により経営基盤が強化され、地域経済が活性化し

ています。 

・山岳リゾートとして年間を通じて世界中から多くの観光客が訪れています。また、移住者の増加や

様々な就労形態の創出などにより、地域が活性化しています。 

・地域の防災力が高まるとともに生活や観光を支える公共交通が適切に機能し、地域に住む人々が安

心して生活できる環境が整っています。また、ゼロカーボンに向けて地域全体の意識が向上し、様々

な分野での取組が進んでいます。 

 

 

地域重点政策 

１ 農業、林業、製造業などの稼ぐ力を高める                        

農業においては、省力化技術の普及を促進し、効率的な米の生産を進めます。また、収益性の高い

品目（野菜、果樹など）の栽培面積の拡大を進め、安定生産の確立を目指します。 

林業においては、地域の森林資源を活かし、林業がビジネスとして成り立つ仕組みをつくることに

より、循環型林業の構築を目指します。 

製造業においては、自社の強みを活かした設備投資や人材育成により経営基盤の強化を図ります。 

 

【現状と課題】 

・農業生産額の 42％を米の生産が占めていますが、米の需要が減少している中、稲作農家の収入を確

保するため、効率的な生産や園芸作物の導入・拡大による経営の複合化が求められています。 

・地域の森林の約７割を占める広葉樹や松くい虫被害木を活用し、加工・流通体制の整備や計画的な

伐採、販売の体制を確立することが求められています。 

・製造業は下請け型企業が多く、管内大手企業の業績の影響を受けやすい状況です。 

 

【取組内容】 

●米の効率的な生産の推進と多様化する米市場への対応 

・高密度
こ う み つ ど

播種
は し ゅ

育苗
いくびょう

＊・精密田植機、畦
け い

畔
は ん

管理等の省力 

管理技術の実証、スマート農業＊機器の導入により、 

米の生産の省力化と低コスト化を推進 

・信州の環境にやさしい農産物認証制度＊等を活用し、 

環境負荷を低減した持続可能な農業の取組拡大を推 

進するとともに、付加価値の高い米づくりを推進 

・生産者、酒蔵と連携して、酒米の高品質化に向けた 

栽培技術の実証・普及や、需要の高まりが期待され 

る山恵錦（長野県オリジナル品種）の普及を促進 

・ほ場の大区画化など生産効率が高く、担い手への農 

地集約を可能とする農地整備の推進 

 

●実需者ニーズに応じた高収益作物の導入と地消地産＊・地産地消＊の推進 

・水田農業の所得向上のため、県・市町村・ＪＡが連携し、水田への高収益作物（園芸品目等）の導

入を推進し、生産拡大と高品質化を促進 

北アルプスの恵みを活かした観光や農林業などの産業が栄え、 

暮らす人が幸せを実感し、訪れる人が感動する地域 

スマート農業＊田植機（地力データに基づき施肥量 

を自動制御）（池田町） 
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・高収益作物の導入が可能な農地・かんがい施設等の 

基盤の整備を推進 

・用水の安定供給のため、農業水利施設の長寿命化と 

適切な維持・更新を推進 

●地域特産物のブランド化の推進（北アルプス山麓ブラ 

ンド、日本酒・ワインなど） 

・商工関係団体やＪＡ等と連携し、山麓ブランド品を 

活用した地域特産物の販売促進を支援 

・海外に向けたＰＲと販路促進のほか、生産者の拡大・ 

組織化、販路拡大等を引き続き推進 

●健全な森林の育成と広葉樹材など森林資源の利活用の 

推進 

・人工林の主伐・再造林＊や松くい虫被害地での更新 

伐等を推進し、健全な森林の育成を図るとともに、 

木材の用途に応じた利用を促進 

・広葉樹の用途に応じた生産・加工・販売の仕組みを 

構築することにより、地域資源を活かした林業のビ 

ジネス化を推進 

●中小企業の経営基盤強化の支援と若者の地元企業への 

就職促進 

・産学官金の連携により、設備投資やＩＴ導入支援施 

策の活用サポートなど経営基盤強化を支援 

・デュアルシステム＊による就業体験など、学校が取 

り組むキャリア教育＊の充実を支援し、若者の地域 

における就労を促進 

 

【達成目標】 

指 標 名 現 状 目 標 備 考 

大規模水稲経営体における 
スマート農業技術導入率 
（農政部調） 

38.1％ 
（2021 年度） 

56.6％ 
（2027 年度） 

大規模水稲経営体のうちスマート農

業＊機械等を導入している割合 

［農家の動向やＪＡの目標を基に設

定］ 

酒米（山恵錦）栽培面積 
（農政部調） 

25ha 
（2021 年度） 

35ha 
（2027 年度） 

山恵錦の栽培面積 

［農家の動向やＪＡの目標を基に設

定］ 

高収益作物の導入を可能に 
する農地の整備面積 
（北アルプス地域振興局調） 

2.4ha 
（2022 年度） 

13.0ha 
（2027 年度） 

水田の汎用化・畑地化を図る農地の

整備面積 

［長野県食と農業農村振興計画で設

定した整備目標］ 

民有林の素材（木材）生産量 
長野県木材統計（林務部） 

14,000 ㎥ 
（2017～2020  

年平均） 

17,000 ㎥ 
（2027 年） 

民有林の木材生産量 

［県の目標値を基に設定］ 

製造業の従業者一人当たり 
付加価値額 
工業統計調査（経済産業省）、経

済センサス-活動調査（総務省・経

済産業省） 

1,209 万円 
（2015～2019  

年平均） 

現状比 

＋10.0％ 
（2025 年） 

製造業の付加価値額を従業者数で除

した数値 

［全県の伸び率を参考に設定］ 

 

 

 

 

広葉樹フォーラムの現地研修会の様子（大町市） 

ほ場の区画拡大が進む北城南部地区（白馬村） 
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２ 観光誘客や移住者増加につながる地域の魅力を高め、発信する               

山岳リゾートとしてグリーンシーズンの体験型観光など通年誘客の取組を進めるとともに、長期滞

在型観光や登山道、街並み整備などの取組を地域全体で進めます。 

また、特色ある食・教育など優れた地域資源の磨き上げや多様な就労機会の創出・確保などにより

地域の魅力をさらに高め、発信することにより、移住者やＵターン者の増加を図ります。 

 

【現状と課題】 

・新型コロナウイルス感染症の影響等により、それ 

以前と比べ約４割減少した観光需要を回復させる 

ため、グリーンシーズンの体験型観光の充実や 

ＳＤＧｓ＊（持続可能な開発目標）と観光を組み 

合わせる取組などを進め、地域全体で山岳リゾー 

ト「北アルプス」の魅力を広く発信していく必要 

があります。 

・地域おこし協力隊員＊の活動中や任期満了後にお 

けるサポートの充実と、移住者の転入後の支援が 

課題となっています。 

 

【取組内容】 

●長期滞在型観光の推進とインバウンド＊の復興支援 

・北アルプスの自然やアクティビティなど、地域の魅力を情報発信する取組を推進するとともに、リ

ゾートテレワーク受け入れ態勢整備の支援など、長期滞在型観光を推進 

・県内他圏域の関係機関とも連携し、「信州まつもと空港」を拠点とした周遊観光を促進 

・インバウンド＊復興に向けたプロモーション活動や通年誘客に向けた取組を推進するため、 

HAKUBAVALLEY TOURISM（ＨＶＴ）等の取組を支援 

・白馬駅前無電柱化事業など街並み整備を推進するとともに、大町市（中央通り）等におけるまちな

かへの誘客に向けた取組を支援 

・自転車走行に配慮した道路環境の整備や情報発信を推進するとともに、隣接する日本海エリアや県

内他圏域との連携により、広域的なサイクルツーリズム等を推進 

・登山道整備等への支援や生態系保護のための野生鳥獣の防除対策などにより山岳環境を保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウインタースポーツを楽しむ観光客等（白馬村） 

白馬駅無電柱化工事の現場を見学する小学生（白馬村） 
 

ヒルクライム（登坂）コース（小谷村）     
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●観光分野におけるＳＤＧｓ＊（持続可能な開発目標）や農観連携＊等の推進 

・氷河など北アルプスの自然環境の保全を進めるサステナブルツーリズム＊やユニバーサルツーリズ

ム＊の取組を支援 

・地域の農村、農業水利施設の歴史や景観を楽しみ学ぶための体験学習などを支援 

・伝統的な食文化や地域特産品など地域の「食」を活かした観光推進の取組を支援 

・「北アルプス国際芸術祭」など地域住民が協働で個性的なまちづくりを進める取組を支援 

●移住・定住の促進と人材の確保 

・北アルプス連携自立圏＊と連携した移住相談会の開催や、「農ある暮らし＊」など北アルプス地域で

暮らし・働く魅力を市町村と連携して発信。また、移住後のサポート体制づくりを推進 

・地域おこし協力隊＊の円滑な活動と定着率向上を図るため、市町村と連携し、隊員同士の交流・情

報交換等の支援や、任期満了後の起業・就業に向けた起業塾等を開催 

・北アルプス産の「食」や「山村留学」など特色ある「教育」を子育て世代等へ発信し移住を促進 

・空家対策大北地域連絡会を開催するなど、地域全体で空き家対策の取組を推進 

・次世代を担う中学生・高校生等を対象に、医療・福祉・建設等の仕事の魅力を伝え、就業につなが 

る取組を推進 

・新規就農者の確保・育成と、支え手としての多様な人材の確保に向けた就農相談等の取組を推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●多様な就労機会の創出と女性の起業支援 

・多様な就労機会を創出し地域を活性化させるため、地域の季節雇用を組み合わせる特定地域づくり

事業協同組合＊や、労働者協同組合法による協同組合の導入を支援 

・女性が自らの起業を通じて自分らしく生き、自分らしく働くことにより自己実現を図り、地域の活 

性化にもつながるよう、女性の起業を支援 

 

 
移住相談会（地域振興局及び管内市町村共催）の様子 

（東京都） 

＜登山者マナーカード＞        （表面）               （裏面）  鹿島槍ヶ岳とカクネ里氷河 

 

 
高校生を対象に介護の魅力や介護技術についての講座を開催 

（白馬高校） 

 

※登山者のマナー意識向上のため登山案内所等で配布 
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【達成目標】 

指 標 名 現 状 目 標 備 考 

観光地延利用者数 
観光地利用者統計（観光部） 

411 万人 
（2021 年） 

702 万人 
（2027 年） 

管内観光地を訪れた日帰り客、宿泊客の

延べ人数 

［ＨＶＴの予測を参考に設定］ 

 
グリーンシーズン 
（４月から 11 月）延利用者数 

270 万人 
（2021 年） 

437 万人 
（2027 年） 

観光地の４月から 11 月の延利用者数 

［ＨＶＴの予測を参考に設定］ 

移住者数 
（企画振興部調） 

1,347 人 
（2017～2021 

年度累計）

1,750 人 
（2023～2027 

年度累計）

新規学卒Ｕターン就職者や数年内の転出

予定者などを除く県外からの転入者数 

［過去の移住者数を参考に設定］ 

 

 

 

３ 地域の中で安心して生活できる環境を整え、次の世代につなぐ           

北アルプス地域と松本・糸魚川地域を結ぶ地域高規 

格道路の事業化に向けた取組を進めるとともに、生活 

を支える公共交通網の最適化と、大糸線の利用促進に 

向けた取組を進めます。 

また、再生可能エネルギーの導入など、ゼロカーボ 

ンに向けた取組を地域で連携して推進するとともに、 

観光客が多く訪れる地域という特性を踏まえた防災体 

制の強化を進めます。 

少子高齢化社会の中で、生きがいを持って健康的に 

過ごす環境づくりや、地域の中で安心して過ごせる居 

場所づくりを進めます。 

 

【現状と課題】 

・高速道路へのアクセス性が低いことが、企業誘致、観光誘客、重篤患者の救急搬送、災害時の交通

障害などの面において課題となっています。 

・ＪＲ大糸線は信濃大町駅以北の利用者が減少しており、利用促進に向けた地域全体での取組が必要 

です。 

・地域全体で連携してゼロカーボンに取り組むことにより、取組のさらなる効率化や多様化を図るこ

とが求められています。 

・糸魚川―静岡構造線断層帯上に位置し、30 年以内の震度６弱以上の地震発生確率は、池田町、松川

村が 22％、大町市は 14％と推計※されています。 

 

【取組内容】 

●松本糸魚川連絡道路の事業化に向けた取組 

・大町市街地区間の事業化に向けた調査・検討を推進。 

また、その他区間の調査・検討、国道 148 号（雨中、 

塩水、白馬北）の整備を推進 

●地域公共交通の支援とＪＲ大糸線の利用促進 

・鉄道、バス、タクシーなど地域の暮らしを支える地 

域公共交通が適切に機能するよう支援 

・関係機関等によるＪＲ大糸線の利用促進に向けた取 

組を支援するとともに、北陸新幹線の敦賀延伸に伴 

う観光誘客を他圏域と一体的に推進 

●ゼロカーボンに向けた取組の推進 

・住宅等の太陽光発電や高断熱住宅の普及、地域の未 

 

※出典：地震ハザードステーション 2022 年版（防災科学技術研究所） 

JR 大糸線と木崎湖畔のサイクリング（大町市） 

松本糸魚川連絡道路 大町市街地区間についてのオープンハ

ウス（地域住民の皆様に向け直接説明する場）の様子（大町市） 
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利用木材を活かした木質バイオマス＊の利用促進、 

農業水利施設を活用した小水力発電施設の整備など、 

再生可能エネルギーの導入を促進 

・ゼロカーボンに取り組む個人・団体の連携強化を図 

る「大北地域ゼロカーボンミーティング＊」や、ゼ 

ロカーボンに係る各種テーマの講習会を開催 

●砂防施設等の整備、緊急輸送道路の防災機能強化と地 

域防災力の向上 

・砂防堰堤等の計画的な整備や砂防施設、道路施設の 

長寿命化、道路の落石対策等の実施、水田の貯留機 

能を活用した田んぼダムなど流域治水＊の取組等によ 

り防災・減災を推進 

・地域防災力の向上を図るため、地区防災マップ作成の支援や地震防災訓練等を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●生涯を通じた学びや地域活動の支援と共生社会に向けた取組 

・生涯学習の支援により、人々の自己実現や地域におけるコミュニティ活動を促進 

・ボッチャ等のスポーツ・レクリエーション体験の場 

を創出するなど、障がいのある人もない人も、お互 

いを理解し尊重し合う社会づくりの取組を推進 

・信州こどもカフェの活動を支援し、子どもの居場所 

を支える取組を推進 

●地域住民の健康づくりとシニアの居場所づくりの推進 

・市町村等と協働し、検診の受診勧奨や食生活改善の 

取組を推進するなど住民の健康づくりを支援 

・地域とつなげる「まちの縁側づくり」などの取組に 

より、シニアの社会活動を促進 

●地域におけるデジタル化やＤＸ＊の支援 

・様々な地域課題の解決に向け、地域におけるデジタル化やＤＸ＊の取組を支援 

 

【達成目標】 

指 標 名 現 状 目 標 備 考 

再生可能エネルギー発電施設導入容量 
再生可能エネルギー電気の利用の促進に関す
る特別措置法情報公表用ウェブサイト（経済
産業省） 

76,402kW 
（2021 年度） 

111,481kW 
（2027 年度） 

太陽光等ＦＩＴ＊・ＦＩＰ＊認定発

電施設の導入容量合計値 

［過去の伸び率を参考に設定］ 

地区防災マップ作成地区数 
(大町建設事務所、犀川砂防事務所、姫川砂

防事務所、土尻川砂防事務所調） 

32 地区 
（2021 年度） 

52 地区 
（2027 年度） 

災害時住民主導型警戒避難体制構

築のための地区防災マップ作成地

区数 

[過去の実績を考慮し目標を設定] 

 

 
ボッチャ体験会の様子（松川村） 

 
農業用水路の流量と落差を利用した小水力発電施設 

の設置予定地（白馬村） 

  
砂防堰堤（小谷村）                 雪崩対策（白馬村）                  落石対策（大町市） 


